
平成 27 年度 尾瀬国立公園シカ対策協議会 

 

 

日時：平成 28 年 2 月 25 日（木） 13:30～15:00 

場所：環境省関東地方環境事務所 会議室    

 

 

次   第 

 

１．開会 

 

２．議事 

 

（１）協議会構成員によるシカ対策事業 

① 環境省関東地方環境事務所 

② 林野庁関東森林管理局 

③ 福島県生活環境部自然保護課 

④ 群馬県環境森林部自然環境課 

 

（２）尾瀬国立公園シカ対策協議会規約について 

 

（３）意見交換 

    

３．閉会 

 

【配布資料一覧】 
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資料４ 群馬県資料 

資料５ 尾瀬国立公園シカ対策協議会規約 

（参考） 尾瀬国立公園シカ管理方針 
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平成27年度尾瀬ニホンジカ対策報告

資料１

平成27年度尾瀬国立公園シカ対策協議会
環境省関東地方環境事務所

尾瀬のシカ対策における各者の役割分担

【環境省】尾瀬国立公園の保護管理を適切に行う立場

• シカ管理方針の検討・策定

• 関係機関・団体等の連携確保

• モニタリングの継続的実施と効果的な対策の検討

• 関係機関・団体等が実施した尾瀬に関わる調査・研究のとりまとめ

• モニタリング等で得られたデータの関係機関・団体等への情報提供

• 尾瀬国立公園におけるシカ捕獲の率先的実施と、関係機関・団体等が行う捕
獲への支援の実施

【関係県】鳥獣の管理者

• 尾瀬のシカに関する個体数調整の積極的実施

• 尾瀬国立公園周辺地域における保護管理計画等を策定

• 環境省、関係市町村等と連携し、保護管理計画等に基づく対策を推進

【関係市町村】

• 尾瀬国立公園及び周辺域におけるシカ捕獲の実行

尾瀬国立公園シカ管理方針（平成２１年３月）



被食による影響

●湿原及び林内に生育する植物の
出現本数、被食本数、被食率等の
推移を把握 （調査３、４）

掘り起こしによる影響

●空撮により、採食や泥浴びで生じ
た裸地面積の推移を把握（調査５）

●裸地において出現した植物の種
数や植被率をモニタリングし植生遷

移を把握。 （調査６）

尾瀬内での
捕獲

移動経路上での
捕獲

②植生被害の把握

ＧＰＳ個体追跡 （調査７）

捕獲

尾瀬内での行動

●利用場所や湿原の利用頻
度等の把握

季節移動経路・越冬地の把
握

●尾瀬と越冬地との間の季
節移動経路や移動時期の把
握

捕獲適地・時期等の検討

現状の把握

対策の評価・検討

湿原の個体数変動

●ライトセンサスにより、夜
間湿原で確認される個体数
により推移を把握 （調査１）

①個体数変動の把握

林内の個体数変動

●林内にセンサーカメラを設
置し、撮影された個体数によ
り推移を把握。

（調査２）

調査

対策

③行動生態の把握

（調査８）

ライトセンサス調査（経年変化）（調査１）

尾瀬ヶ原
照射ポイント数：３１

尾瀬沼
照射ポイント数：１２

ビームライト照射ポイント位置

尾瀬ヶ原 経年変化（Ｈ１３～Ｈ２７） 尾瀬沼 経年変化（Ｈ１３～Ｈ２７） 4
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個体数変動を把握するため継続的に調査を実施 密度推定等その他の有効利用も検討する 5

植物の採食状況調査（調査３）

尾瀬の歩道１２ルートにおいて、シカの嗜好性の高い植物１５種類の
①出現本数、②採食本数 をカウントした。

植物採食状況調査ルート図

6



植物の出現本数・被食本数・被食率の推移
木道工事の影響

でデータが取得できず

7

植物の出現本数・被食本数・被食率の推移

燧ケ岳ルートについては、高山帯で新たな被害の兆候が認められたため、来年度も調査を継続
富士見峠は高山植生でないことと、至仏山では被害の兆候が認められないため来年度の調査は
見送り、今後適切な頻度と方法を検討。

資料１－３（２）

■標高1450～2150m
ハリブキなどの採食が多く確認
されている。

■標高1660～1700m
ハリブキ、ナナカマド、オガラバ

ナなどの低木類が採食が多く確
認されている。

■標高2270～2310m
この標高帯では、今年度採食痕
跡がはじめて確認された。
痕跡を確認した種は以下の通り。
ヒロハユキザサ
ミヤマセンキュウ

アラシグサ

オガラバナ
ケイタドリ
ナンブアザミ
オオバタケシマラン
サンカヨウ

山頂直下まで採

食痕跡が確認さ

れ始めている。

8



林内の被害状況調査（調査４）

簡易目視調査チェックシート

被害状況の概況を把握することを目的
とし、下層植生を中心に、プロット全体の
採食状況や踏跡等の痕跡を、目視によ
り観察。また定点写真撮影を実施。

初年度調査結果

9

林内の被害状況調査
定点写真撮影
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林内の被害状況調査
全地点の調査結果 森林植生衰退度評価(案) 

冬季にシカが生息しない森林では、植生の被害・衰退は一定のところで停滞し、状況の変化
が緩慢である。今後も継続して簡易調査と定点写真撮影で様子を見る。

11

裸地面積の推移（調査５）

※1) 継続して確認された裸地、
又は、再度掘り起こされた裸地
※2) 今年新しく確認された裸地

※1

※2

【 各地点の継続裸地・ 新規裸地の面積変化】

【尾瀬沼西岸の裸地変化】

空撮範囲位置図

図1 尾瀬沼西岸の新規裸地の推移 図2 尾瀬沼西岸の継続裸地の推移 図3 尾瀬沼西岸の裸地回復状況
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裸地の植生遷移（調査６）

森林・林縁湿原（ミツガシワ食害） 湿原（ヌタ場）

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 合計

湿原（ミツガシワ群落） 30 17 47

森林・林縁 7 1 8

湿原（ミツガシワ群落以外） 9 5 14

設置年度
群落のタイプ

【裸地プロットのタイプ内訳】

【裸地プロットの設定位置図】

【裸地プロット状況写真】

シカによる裸地被害が生じた場所
において、植生遷移の状況を把握
するため調査プロットを設置

13

裸地の植生遷移

ミツガシワが優占する群落
ﾔﾁﾔﾅｷﾞ-ﾇﾏｶﾞﾔ群落
ﾇﾏｶﾞﾔ-ｳﾂｸｼﾐｽﾞｺﾞｹ群落
ﾇﾏｶﾞﾔ-ｲﾎﾞﾐｽﾞｺﾞｹ群落
ﾎｿﾐｽﾞｺﾞｹ群落
ﾎｿﾊﾞｵｾﾞﾇﾏｽｹﾞ-ｸﾛﾊﾞﾅﾛｳｹﾞ群集
ｵｵｶｻｽｹﾞ群集
ﾁｮｳｼﾞｷﾞｸ群落
ｵｵﾊﾞｾﾞﾝｷｭｳ-ｺﾞﾏﾅ群落

など

裸地

代償植生(83%)

(60%)

ﾊｸｻﾝｽｹﾞ、ﾐﾂｶﾄﾞｼｶｸｲ
ｸﾛｲﾇﾉﾋｹﾞ、ﾐﾔﾏｲﾇﾉﾊﾅﾋｹなど

（7％）

ヨシ群落（30％）

ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ、ｺﾞｳｿ、ﾇﾏｶﾞﾔなど
（16％）

ﾐﾁﾉｸﾎﾀﾙｲ群落(7%)

代償植生とﾐﾂｶﾞｼﾜ群落の
構成種が同程度(23%)

ﾐﾂｶﾞｼﾜ群落の構成種が優占
（17%） 植被の回復はまだ

199○～掘り起こし

2010年～調査開始

堀りお越し初年度

2010年、2011年

5～6年経過

2015年（43地点でモニタリング）

1？年後

調査継続

元
の
植
物
群
落

代
償
植
生？

？

？

湿原（ﾐﾂｶﾞｼﾜ群落）
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15地点は調査継続

裸地の植生遷移

元の植物群落 裸地

2010年～調査開始

堀りお越し初年度 5～6年経過

2015年（22地点でモニタリング）

1？年後

調査継続

調
査
終
了

代
償
植
生

元の植物群落（７地点）

裸地（1地点）
元
の
植
物
群
落

？

？

元の植物群落 裸地

代償植生（１地点）

裸地
植被率50%以下
（12地点）

元の植物群落？（１地点）

？

森林・林縁群落（ヌタ場利用）

湿原植生（ヌタ場利用）

15

尾瀬地域（尾瀬ヶ原および尾瀬沼を中心とする地域）に進入するシカ個体数の低
減を目的とした捕獲・防除方法を検討するため、個体の移動経路、時期、越冬地、
尾瀬および越冬地での行動の把握を行った。

捕獲実施地域

GPS首輪による個体追跡調査（調査７）
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GPS首輪装着結果

捕獲頭数

●尾瀬ヶ原で4個体
●尾瀬沼で3個体
●片品村戸倉周辺で1個体

17

追跡状況
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越冬地と移動経路(メス)

●移動状況

・移動経路はこれまでと同様の傾向

・尾瀬ヶ原の個体の多くが大清水周辺と丸沼
トンネルで 道路を通過していた。

・道路ではないが三ヶ峰周辺および庚申山北
側も4頭以上の個体が通過していた

●越冬地

・これまでの主な越冬地は日光の足尾地域

・今年度はこれまでと異なる越冬状況が確認
個体1502：奥日光の千手ヶ浜周辺
個体1505：男体山
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越冬地と移動経路(オス)
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移動時期

2013年度 2014年度 2015年度

11月
2個体

(33% )

3個体

(50% )

2個体

(25% )

12月
4個体

(67% )

3個体

(50% )

4個体

(50% )

1月 ー ー
2個体

(25% )

年度 個体名 雌雄 GPS首輪装着日 捕獲場所 越冬地
捕獲場所からの
移動開始日

越冬地への到着日
（最終越冬場所）

越冬地までの
移動期間

備考

個体1501 メス 2015年5月26日 尾瀬ヶ原 足尾周辺(社山) 2015年11月19日 2015年12月3日 14 大清水に滞在11/27に出発

個体1502 メス 2015年5月29日 尾瀬ヶ原 千手ヶ原 2015年11月26日 2015年12月4日 8

個体1503 メス 2015年6月1日 尾瀬ヶ原 足尾周辺(庚申山)

2015年9月4日
(尾瀬ヶ原を出る)
2015年11月30日
(大清水を出る)

2015年12月5日 5 大清水に３ヶ月近く滞在

個体1504 メス 2015年6月17日 尾瀬沼 足尾周辺(庚申山) 2015年12月6日 2016年1月15日 40
大清水に滞在11/28には移動
丸沼付近に滞在1/12には移動

個体1505 メス 2015年6月23日 尾瀬沼 男体山 2015年10月31日 2015年11月28日 28 栗山村に11/7から11/27の20日間滞在

個体1506 オス 2015年6月27日 尾瀬沼 奥日光(茶ノ木平周辺) 2015年12月1日 2016年1月23日 53
奥日光千手周辺に
12/10から1/19の40日間滞在

個体1507 メス 2015年6月21日 尾瀬ヶ原 足尾周辺(庚申山) 2015年10月25日 2015年11月28日 34

個体1508 メス 2015年10月21日 片品戸倉周辺 足尾周辺(大平山周辺) 2015年10月26日 2015年12月8日 43
片品村白根温泉周辺に
10/27から12/7の41日間滞在

2015年度

表2 2015年度GPS首輪装着個体の移動時期詳細

表1 過去3年の越冬地への到着時期
●越冬地への到着
今年度は過去2年と比べ、1月に越冬地へ到
着する個体が2個体いた。

●途中滞在地(ストップオーバー)
越冬地への移動途中でしばらく滞在する場所
がある（片品村の大清水周辺、三ヶ峰周辺、
白根温泉周辺、丸沼周辺、奥日光の千手周
辺など）
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集中通過地域(ボトルネック)

集中通過地域(ボトルネック)の状況 22



これまでの移動状況

●夏季生息地と越冬地
尾瀬ヶ原⇔足尾周辺

奥日光の千手ヶ浜周辺

尾瀬沼⇔足尾周辺
男体山南側
日光市土呂部(オス)

●移動経路
大清水周辺
丸沼トンネル
千手ヶ原周辺

23

GPS首輪による個体追跡調査（まとめ）

【移動時期】
積雪により変化が生じる
⇒モニタリングして広域でシカの動きに合わせた対策がとれるよう情報の共有

【越冬地】
足尾周辺、奥日光の千手ヶ浜周辺、男体山南側、日光市土呂部(オス)
⇒今年度は男体山と日光市土呂部で新たに越冬していることが明らかとなった

【移動経路】
丸沼トンネル、大清水周辺、千手ヶ原周辺の車道周辺
白根温泉付近、湯沢墳泉塔周辺
※バーチャルフェンス機能により詳細なデータの取得が可能
⇒移動経路上での効率的シカ対策のために情報を共有
⇒対策により移動経路に変化が生じる可能性もある

24



尾瀬内での捕獲手法検討（調査８）

＜平成２７年度実施概要＞

●尾瀬におけるシカの影響を効果的に低減させることを目的とし、シカが尾瀬に移動してくる ６月及び、

繁殖時期である９、１０月の約４０日間において、くくりわな（オリモ式足くくりわな）及び銃器（忍び猟、コール猟、
待機射撃、巻き狩り）による捕獲を実施した。

捕獲方法 6月 9月 10月 計

くくりわな ７ ０ １ 8

銃器 ４ ０ ０ 4

その他 １ ０ ０ 1

計 12 0 １ 13

＜結果と考察＞

くくりわな８頭（メス４頭、オス４頭）、銃器４頭（メス３頭、オス１頭）、その他１頭（メス）の計１３頭を捕獲した。

6月での捕獲効率が高かった。平成25年度、26年度の捕獲実績を見ても6月の捕獲が多い。
植生への影響を軽減するためにも、シカが尾瀬ヶ原に進入し始める春先（可能な限りシカが進入する時期と
同じ時期）の捕獲が最も適切な時期と考えられた。

交尾期のオスを捕獲するのであれば、秋の時期に実施するとオスを優先的に捕獲できると考えられる。

表 尾瀬内での捕獲結果
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設置日 撤去日
猫又川上流 2015.06.04 ～ 201.06.18 16 222
背中アブリ 2015.06.04 ～ 201.06.18 4 56
猫又川左岸 2015.06.12 ～ 201.06.18 4 24
水源 2015.06.02 ～ 201.06.05 10 50
大堀川 2015.06.02 ～ 201.06.18 30 427
伝之丞沢 2015.06.06 ～ 201.06.18 10 115
猫又川上流 2015.09.05 ～ 201.09.17 9 104
水源 2015.09.07 ～ 201.09.17 5 50
大堀川 2015.09.05 ～ 201.09.17 5 60
伝之丞沢 2015.09.04 ～ 201.09.17 10 124
セン沢 2015.09.04 ～ 201.09.17 5 65
竜宮小屋 2015.09.04 ～ 201.09.17 5 65
ケイズル沢 2015.09.04 ～ 201.09.17 18 223
柳平 2015.09.06 ～ 201.09.17 4 42
猫又川上流 2051.10.13 ～ 201.10.23 11 54
水源 2015.10.13 ～ 201.10.23 10 80
大堀川 2051.10.14 ～ 201.10.23 17 104
伝之丞沢 2015.10.14 ～ 201.10.23 8 23
伝之丞沢とセン沢の間 2015.10.14 ～ 201.10.23 7 62
ケイズル沢 2015.10.14 ～ 201.10.23 19 162
柳平 2015.10.13 ～ 201.10.23 6 52

実施期間
地域名 基数 延べTN

10月

9月

6月

月

月 実施期間 実施日数
延べ稼働日数
（TN）

6月
2015.

06.02～１８
17日間 894

9月
2015

.09.04～１７
14日間 733

10月
2015.

10.13～２３
11日間 533

計 42日間 2,160

表1 くくりわなによる捕獲実施状況

表2 くくりわなによる捕獲地域と期間

わなによる捕獲結果

くくりわな６／２～１０／２３の４２日間、延べ稼働日数（TN）は2,160ＴＮであった。
６月に７頭（メス４頭、オス３頭）、１０月にオス１頭を捕獲し、
捕獲効率は、４２日間で0.0037 （６月のみは0.0078）であった。

凡例

：ワナ設置エリア

：メス個体捕獲場所

：オス個体捕獲場所
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凡例

：忍び猟実施エリア

：巻き狩り実施エリア

：コール猟

：待機射撃位置（コール猟）

：メス個体捕獲場所

：オス個体捕獲場所

銃器による捕獲結果

0

5

10

15

20

25

30

35

6月 9月 10月

目撃回数

目撃頭数

捕獲頭数

月 実施期間 実施日数 延べ射手数（人）

6月
2015.

06.02～18
15日間 29

9月
2015.

09.04～17
14日間 28

10月
2015.

10.13～24
12日間 ２４

計 41日間 81

月 実施期間 実施日数 射手数（勢子）

9月 2015.09.08 1日間 2（3）

10月 2015.10.14.15 2日間 ２（2）

表４ 銃器による捕獲実施状況（巻き狩り）

表3 銃器による捕獲実施状況（忍び猟、コール猟・待機射撃を含む）

図 銃猟による捕獲頭数及び目撃頭数/回数

2015/6/2～10/24の間の41日間において、1～2名の射手延べ71人日がライフル銃もしくは散弾銃
（ＭＳＳ）を用いて、忍び猟、コール猟、待機射撃、及び巻き狩りを実施した。

６月にメス３頭、オス１頭を捕獲。９、１０月は湿原における目撃回数の減少し、捕獲は６月のみで
あった。
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尾瀬内および周辺における関係者捕獲実績

①

①

②、③
⑤

④

➆

⑥

実施人日） H28.2.25時点

対象 時期 場所 猟法 捕獲実施者 発注者 H25 H26 H27

環境省 － － 0

群馬県 73 151 35

見晴 銃 環境省 － － -

見晴
足くくり罠
銃

環境省 8 13 11

尾瀬沼・御池等 足くくり罠 環境省 7 2 1

その他
足くくり罠
銃

福島県 33 30 22

８月～
１０月

尾瀬ヶ原 銃・罠
業務受託者・
片品村猟友会④

環境省 24 36 13

環境省 23 45 25

群馬県 75 58 27

シカ柵への
絡まり

５～１２月 シカ柵周辺 － 環境省 7 4 4

１０月 舟岐周辺 銃・罠
檜枝岐村猟友会

⑥
福島県 5 17 18

１０月～
１２月

矢櫃平 銃・罠
檜枝岐村猟友会

➆
福島県 10 35 18

４月～
１０月

舘岩地域 銃・罠 舘岩猟友会 福島県 3 36 13

１１月～
１２月

舘岩地域 銃・罠 舘岩猟友会 福島県 45 50 12

公園内・移
動経路上

217 309 116

公園外（有
害等）

96 168 83

計
313 477 199

残雪期に尾
瀬に入るシ

カ
４月～５月

移動経路上 銃・罠
片品村猟友会

①

檜枝岐村猟友会
②

檜枝岐村猟友会
③

片品村猟友会
⑤

尾瀬周辺
（公園外）で
の捕獲

夏～秋に尾
瀬にいるシ

カ

６月～
１０月

冬に尾瀬か
ら出て越冬
地に移動す
るシカ

１２月～２
月

（H25は１０
月から）

シカ柵周辺・
移動経路上

銃・罠

唐沢山センサー
カメラ撮影個体数
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・尾瀬では平成21年に｢尾瀬シカ管理方針｣を策定し、関係機関が連
携しながらニホンジカ対策（防除、調査等）を実施しているところ。

・これまでの各種調査結果から、植生やシカの移動経路等の行動生
態に関するデータの蓄積が進む一方で、継続して植生被害等が生じ
ていることが分かっている。

・そのため、これまではシカの影響や行動生態に関する実態把握に
重点おかれてきたが、平成28年度は、これまで蓄積された捕獲結果
や各種調査のデータに基づき、総合的な分析レビューと対策の妥当
性を評価し、平成29年度以降は、より効果的・効率的な防除実施に
向けた体制の構築をおこなっていきたい。

尾瀬シカ対策の評価と今後の方向性について

対象範囲：尾瀬国立公園及びその周辺地域

検討項目：

①評価：環境省及び関係自治体等によりこれまで蓄積された尾
瀬シカ対策の各種調査のデータに基づき、総合的な分析レビュ
ーと対策の妥当性を評価する

②効果的・効率的な対策の検討：①の評価を受けて、下記の
点（案）から今後の対策の検討を行う。その際には、全国他地
域における実績事例等を参考とする。

③平成29年度以降の対策実施に向けた考え方
• ①②を踏まえて、効果的、効率的な防除とモニタリングを実
施し、定期的に現状分析・評価をおこない、次年度の次年度
の実施計画に反映させた取組を進めながら、管理方針や中
長期の目標への反映について検討を行う。



防除とモニタリング

・防除（捕獲、柵の設置等）、及び
モニタリングを実施

現状分析・評価

・｢尾瀬シカ対策アドバイザー会
議｣において、専門的な知見か
ら、各種対策の現状分析と評価
を実施

調整・反映

・「尾瀬国立公園シカ対策協議会」
において、関係機関の取組を共有
し、アドバイザー会議からの対策の
評価を踏まえ各主体の実施計画と
調整・反映

目標
・管理方針、中長期目

（対策の進め方イメージ）


